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・
那
珂
市
が
東
海
東
海
第
二
原
発
反
対
の
ろ
し
・
宮
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伸 

衆
院
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稼
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反
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請
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否
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と
議
会
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対
応
・
野
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・
北
総
の
未
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ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
・
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・
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加
藤
亮
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住
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原
発
再
稼
働
反
対
請
願
否
決 

 

東
海
第
二
原
発
の
運
転
期

限
４
０
年
制
限
を
超
え
て
䣍

更
に
２
０
年
の
運
転
延
長
の

安
全
審
査
で
事
実
上
の
合
格

証
が
で
た
䣎
こ
の
原
発
は
東

日
本
大
震
災
で
福
島
第
一
原

発
事
故
以
来
完
全
に
停
止
し

て
い
た
䣎
そ
の
再
稼
働
に
栄

町
民
が
不
安
を
覚
え
䣍
再
稼

働
許
可
を
出
さ
な
い
よ
う
に

政
府
に
請
願
を
出
し
た
が
䣍

栄
町
議
会
は
請
願
内
容
も
審

議
せ
ず
否
決
䣎
白
井
市
で
は

同
じ
よ
う
な
請
願
を
不
適
切

な
言
葉
が
あ
っ
た
の
で
委
員

会
で
は
否
決
し
た
が
䣍
白
井

市
議
会
は
そ
の
内
容
の
重
要

性
を
汲
み
取
り
一
文
字
変
更

し
䣍
新
た
に
議
会
発
議
し
可

決
さ
せ
た
䣎	

	
	

栄
町
見
聞
録
前
号
で
紹
介

し
た
が
䣍
多
く
の
自
治
体
と

ほ
ぼ
同
じ
請
願
で
あ
り
䣍
宛

先
も
同
じ
で
あ
っ
た
䣎
宛
先

に
つ
い
て
は
千
葉
県
議
会
事

務
局
䣍
原
子
力
規
制
委
員
会

に
直
接
電
話
で
確
認
し
た
䣎

栄
町
議
会
は
そ
れ
を
間
違
っ 

て
い
る
と
し
て
内
容
の
審
議

も
せ
ず
に
否
決
䣎
請
願
は
東

海
村
村
長
さ
ん
に
出
せ
䣍
政

府
へ
の
請
願
は
お
か
し
い
誹

謗
中
傷
だ
䣎
危
険
な
原
発
と

は
失
礼
だ
䣎
請
願
は
政
府
に

関
係
な
い	

(

反
対
意
見)

䣎	
	
	

栄
町
議
会
は
政
府
を
守
る

よ
り
町
民
の
要
望
を
聞
く
べ

し
䣎
䥹
野
田
の
意
見
䥺	

反
対	

	
	
	
	
	

䥹
敬
称
略
䥺	

岡
本
䣍
松
島
䣍
藤
村
䣍
大
澤

橋
本
䣍
金
島
䣍
早
川
䣍
新
井

大
野
信
䣍
大
野
徹
䣍
１
０
名	

賛
成	

	
	
	
	
	

䥹
敬
称
略
䥺	

戸
田
䣍
高
萩
䣍
野
田	
	

３
名	

	
	
	
	
	

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て 

	

十
月
に
議
員
研
修
で
福
島

と
相
馬
市
へ
の
視
察
を
行
っ

た
䣎
福
島
市
の
周
囲
は
山
に

囲
ま
れ
て
い
た
䣎
裏
山
の
除

染
を
聞
く
と
人
家
の
裏
山
５

０
メ
䤀
ト
ル
䥹
高
さ
䥺
は
除

染
し
た
䣎
そ
の
上
は
で
き
な

い
䣎
裏
山
で
の
山
菜
は
や
め

た
方
が
良
い
と
の
こ
と
䣎
汚

染
土
は
７
６
万
立
法
メ
䤀
ト

ル
䥹
東
京
ド
䤀
ム
約
２
０
個	

	

分
䥺
あ
る
䣎
相
馬
市
で

は
か
さ
上
げ
工
事
が

進
む
が
䣍
見
た
と
こ

ろ
䣍
ま
だ
そ
の
上
に

家
は
ま
ば
ら
䣎
港
に

は
立
派
な
防
潮
堤
が

ほ
ぼ
で
き
て
い
た
が

松
林
な
ど
な
く
実
に

殺
風
景
だ
っ
た
䣎	 

千葉県 

宮川伸プロフィール 1970.6.29 生 東京工業大学卒(理学博士)、カリフォ  
 ルニア大学サンディエゴ校、レンセラー工科大学、バイオベンチャー勤務 
 現在・衆議院議員、経済産業委員、原子力問題調査特別委員 
加藤亮二プロフィール 1967.4.15 生 明治大学商学部卒、損害保険会社 24 
 年勤務、現在・IT 関連の一般社団法人ウイステリア企業代表 
野田泰博プロフィール 1947.4.27 生 中央大学法学部政治学科卒、独ハン  
ブルグ大留学、大阪万博ドイツ館勤務、カネカ入社、ベルギー駐在、ドイツ 
 ノルウェー・USA 合弁会社勤務    現在・栄町議 7 期目 
 

         原発は当初、夢のエネルギーだった  事故後は万年も続く悪夢になった       

表 																					２０１８年１１月発行    栄町見聞録１７７号 原発特集  発行部数１００００部（手配りと折込）         



 

        栄町議員視察（10月 24,25 日） 
                  目的：福島市、相馬市災害復旧状況 
	 下記の道の駅相馬は港に近い場所にあった。偶然にもこの道の駅の中心

的人物に出会い、話を聞いた。東日本大震災の時、周囲の方が 300 人くら

いこの道の駅に逃げ込んだ。この道の駅の前には相馬市の体験実習室があ

ったが、市役所はこの実習室を解錠しなかった。そこでこの方は土産物売

り場全てを解放し、逃げ込んだ人を収容し、またそこにあった食料を全て

提供した。この話を聞いた時、「私なら市の施設の窓を壊し、市が何と言

おうが、逃げ込んだ人をそこにも収容させる」と思わず言ってしまった。 

      

 

 

 

 

 下記左写真は見る限り太陽光発電。グーグルで見ると地震前の写真があっ

た。ここは港のそばで全て稲作耕作地だった。また右写真は磯部大洲の漁

港の防潮堤の先。松が枯れ果てていたのがもの悲しかった。 

 

 

 

 

 福島市では市職員が原発の風評被害が一番こたえたと話していた。今や

原発は昔いわれたような夢のエネルギーではない。放射能汚染で風評被害

が一番怖いならば福島市は上記のような自然エネルギー大国になるように

舵取りし、原発反対ののろしをあげ、福島市が変身すべきと思って聞いて

いた。「政府は県よりも強し」と思ったら、福島は永遠に風評被害から免

れられない。 

千葉県議選の個人ポスターの掲示規制公文書について 
             関係後援団体宛に送付された 平成 30年 9月 13 日発信	

  

 

 

  地震の後開館しなかった市営の家 

解
説	

政
党
掲
示
板
と	

		
		

個
人
ポ
ス
タ
䤀
の
違
い	

	

来
年
は
地
方
統
一
選
挙
の
年

で
す
䣎
千
葉
選
管
は
県
議
及
び

関
係
後
援
団
体
に
ポ
ス
タ
䤀
掲

示
規
制
の
手
紙
を
出
し
た
䣎	

	
	
	

１
０
月
２
９
日
以
降
䥹
選
挙

ま
で
半
年
䥺
は
全
て
の
候
補
予

定
者
の
名
前
䣍
顔
写
真
入
の
ポ

ス
タ
䤀
を
張
り
出
す
行
為
は
禁

止
䥹
公
職
選
挙
法
１
４
３
条
１

６
䥺
と
選
管
は
警
告
し
た
䣎	

	

た
だ
し
公
職
選
挙
法
で
は
選

挙
運
動
と
政
治
活
動
を
明
確
に

区
別
し
て
い
る
䣎	

	

選
挙
活
動
と
は
特
定
の
候
補

者
の
当
選
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
選
挙
人
に
働
き
か
け
る
こ

と
䣎
た
だ
し
選
挙
運
動
期
間
中

䥹
告
示
以
降
投
票
日
の
間
䥺
の
み
認

め
ら
れ
る
活
動
䣎	

	

政
治
活
動
と
は
政
治
上
の
目

的
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
活
動
䣎

た
だ
し
選
挙
告
示
以
降
の
政
治

活
動
中
は
禁
止
に
な
る
䣎	

	

多
く
の
候
補
予
定
者
が
犯
す

違
反
は
䣓
個
人
の
政
治
活
動
用

ポ
ス
タ
䤀
の
掲
示
䣔
だ
䣎
選
挙

６
か
月
前
よ
り
䣍
個
人
の
名
前

と
顔
写
真
の
み
が
入
っ
た
個
人

の
ポ
ス
タ
䤀
掲
示
は
禁
止
さ
れ	

る
䣎
今
回
の
規
制
文
書
は
千
葉

選
管
か
ら
出
た
䣎
つ
ま
り
政
党

に
所
属
す
る
も
の
は
誰
で
も
政

治
活
動
は
で
き
る
が
䣍
無
所
属

議
員
の
ポ
ス
タ
䤀
は
選
挙
活
動

と
な
り
規
制
対
象
と
な
る
䣎	

	
	

政
党
と
は
政
治
上
の
主
義
主

張
を
掲
げ
て
国
会
議
員
５
人
以

上
を
有
す
る
団
体
䣎	

	
	

無
所
属
議
員
の
ポ
ス
タ
䤀
は

個
人
ポ
ス
タ
䤀
と
な
り
政
治
活

動
で
は
な
い
䣎
無
所
属
と
政
党

所
属
と
は
法
的
扱
い
が
違
う
が

誰
に
も
縛
ら
れ
ず
に
仕
事
が
で

き
る
䣎	

	

ポ
ス
タ
勖
撤
去
は
公
費
を
使
う 
	
	

今
回
千
葉
選
管
が
出
し
た
個

人
ポ
ス
タ
䤀
規
制
の
撤
去
に
は

経
費
を
伴
う
䣎
国
道
に
貼
っ
て

い
る
の
は
国
が
䣍
県
道
に
あ
る

も
の
は
県
が
䣍
町
村
の
違
法
ポ

ス
タ
䤀
は
町
村
が
撤
去
費
を
出

す
䣎
税
金
の
無
駄
使
い
を
声
高

に
有
権
者
に
訴
え
る
候
補
者
が

不
法
に
よ
り
無
駄
遣
い
を
し
て

い
た
ら
有
権
者
を
騙
す
こ
と
に

な
る
䣎
但
し
民
地
に
あ
る
ポ
ス

タ
䤀
は
違
法
で
も
誰
も
手
を
出

せ
な
い
䣎
選
管
や
警
察
に
指
摘

さ
れ
な
け
れ
ば
何
を
や
っ
て
も 

良
い
と
い
う
人
は
政
治
家
に
な
る
資

格
は
な
い
䣎	

	

䥹
あ
る
事
例
䥺
印
西
市
民
か
ら
私

に
メ
䤀
ル
が
届
い
た
䣎
某
自
民
党

大
物
代
議
士
の
横
に
個
人
の
違
法

ポ
ス
タ
䤀
を
並
べ
䣍
自
民
党
所
属

の
よ
う
に
思
わ
せ
䣍
ニ
ヤ
リ
と
笑

っ
た
写
真
の
違
法
ポ
ス
タ
䤀
が
あ

っ
た
䣎
右
隣
に
は
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
た
方
を
供
養
し
た
お
地
蔵

様
と
花
瓶
が
並
ん
で
い
た
䣎
そ
こ

は
国
道
の
十
字
路
で
信
号
の
中
だ

っ
た
䣎
私
は
そ
の
違
法
ポ
ス
タ
䤀

の
主
の
後
援
会
長
に
メ
䤀
ル
に
あ

る
写
真
を
お
持
ち
し
䣍
気
を
つ
け

た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
䣎
そ
の
２
日
後
䣍
国
会
議
員
の

ポ
ス
タ
䤀
と
ニ
ヤ
リ
ポ
ス
タ
䤀
が

左
右
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
䣎
指
摘

し
た
人
は
再
び
憤
慨
し
て
い
た
と

メ
䤀
ル
を
送
信
し
た
人
は
語
っ
て

い
た
䣎 

	
	

他
に
も
い
く
つ
か
の
事
例
が
寄
せ

ら
れ
た
が
䣍
間
違
っ
て
も
公
的
施
設

䥹
信
号
十
字
路
䥺
の
防
護
柵
な
ど
に

違
法
ポ
ス
タ
䤀
を
貼
っ
て
は
い
け
な

い
䣎
違
法
ポ
ス
タ
䤀
の
撤
去
は
皆
様

の
納
め
た
税
金
を
使
っ
て
撤
去
す

る
䣎
税
金
の
使
い
道
を
議
会
で
意
見

す
る
議
員
は
䣍
自
分
の
違
法
行
為
に

目
を
つ
ぶ
っ
て
は
い
け
な
い
䣎	


